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（１）          原発をなくし、自然エネルギーを推進する大阪連絡会ニュース 

 

 

 

 

 

 
 

電力消費地・大阪から、原発なくせの声を広げよう！ 

『なくせ原発！３・５大阪大集会』へ集まろう！！ 
  

 １月２９日（金）、関西電力は周辺住民の

反対の声を押し切る形で、高浜原発を再稼働

しました。今年４月から始まる電力小売り自

由化に向け、コスト優先の『電力競争に打ち

勝つため』に住民生活を無視したやり方です。

立地県住民や隣接県住民からは、避難計画の

不備や免震塔の未設置など不安が山積して

いる中での再稼働強行に怒りの声が上がっ

ています。  
 

今年３月１１日で、東日本大震災・福島第一原発事故から５年目を迎えます。５年が経過して、

被災地では何が起こっているのでしょうか。毎日のようにテレビや新聞で報道されていた福島県

の状況は、今ではほとんど知らされていません。その一方で、安倍政権・電力１０社は川内原発

再稼働を皮切りに、全国の原発再稼働へと舵を切りました。まるで５年前の震災や原発事故がな

かったかのように振る舞っています。 
 

 被災地では未だ１０万人以上が避難生活を続けています。

2017年３月には仮設住宅が打ち切られますが、その代わりと

なる復興公営住宅は仮設住宅で暮らしている世帯全体の１

７％分しか想定されていません。既に避難指示が解除された楢

葉町や田村市から県内他市町村への避難者らには、原則として

入居が認められておらず、インフラ整備もままならない状況で

強制的な帰宅が進められています。 
 

原発ゼロの会・大阪は 3 月 5 日（土）に『～３・１１を忘

れない～ なくせ原発！３・５大阪集会』として中之島中央公

会堂で大規模集会を開催し、関西電力本社に向けての抗議パレ

ードも行います。福島県より「ふくしま復興共同センター」代

表委員の斎藤富春氏をお招きし、『新たな局面をむかえた原発

再稼働・福島県民切り捨て』と題して講演していただきます。

被災地の今をしっかりと受け止め、原発事故を風化させないこ

とが重要です。再稼働に対する怒りの声と自然エネルギーへの

転換を求める声を広げるために、ぜひご参加ください！ 

 
  

 

 

 

 

発行 原発ゼロの会・大阪 
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3月 1３日（日）には、「さよなら原発 関西アクション－ＮＯ！高浜原発再稼働『もんじゅ』

を廃炉に！－」が中央公会堂＆水上ステージで開催されます。併せてご紹介いたします。 

日時：3月1３日（日）プレ企画10：00～ 本集会13：00～ パレード15：20～ 

主催：さよなら原発関西アクション実行委員会 連絡先：ストップ・ザ・もんじゅ 

 ＊本集会は当日資料代800円が必要です 
    



（２）        原発をなくし、自然エネルギーを推進するおおさか連絡会ニュース 

 

［声明］ 

高浜原発再稼働を許さず、「原発ゼロ」への大きな世論をあらためて広げよう 
2016年 2月 1日  原発ゼロの会・大阪  事務局長 菅 義人 

 

 1月 29日、関西電力が高浜原発 3号機の再稼働を強行しました。4号機も核燃料の装填

を始め 2月下旬に再稼働すると報道されています。 

 いま、電力各社は 15 原発 25 基と、建設中 1 基の審査を申請しています。安倍政権は、

「2030 年代の原発ゼロ」方針を投げ捨て、国民世論をよそに「原発比率 20～22％」へ目

標を勝手に替え、再稼働の後押しをすすめています。このまま、偽りの安全神話と原発依

存社会に戻ることは、日本と世界の、つまり人類の将来に大きな負の遺産をつくり続ける

ことになり、到底容認できるものではありません。福島第一原発事故の被害者を放置し、

事故の収束もままならない中で許されないことはもちろんです。 

 国民世論の大多数は、いまも原発ゼロを望んでいます。再稼働をすすめ、原発を動かし

続けることは、「核のごみ」の最終処理方法すら確立していない中で、さらに使用済み核燃

料を増やすことになります。実際、高浜原発の使用済み燃料プールはすでに 67％が埋まっ

ており、1～4号機が再稼働すれば 7年余りで満杯になります。 

 原発ゼロの会・大阪は、高浜原発再稼働を許さず、「原発ゼロ」への大きな世論をあらた

めて広げることを呼びかけます。 

 

 高浜 3、4号機は、2015 年 2月、新規制基準の審査に適合しましたが 4月に福井地裁が

2基の運転を差し止める仮処分を決定。しかし 12月の異議審で取り消され、法的にも再稼

働が可能になりました。 

重要なことは、仮処分決定では「想定を超える地震が来ないとの根拠は乏しい」と指摘

し、事実上、新規制基準を否定して、万が一にも過酷事故を起こさない厳格さを求めたこ

とです。規制委員会が新基準は安全を保証するものではないとし、関電は直後に原子炉へ

核燃料の装填を開始し、福井県知事は司法判断を待たず再稼働に「同意」、隣接する滋賀県

や京都府は懸念を表明していたなど、この再稼働に向けた手続きにも大きな問題が残され

ています。マスコミの多くが指摘するように、万が一の場合の住民の避難方法やルート、

避難先の受け入れ態勢など、政府が了承した広域避難計画でも、訓練は一度も実施せず、

実効性は検証されないままです。 

さらに高浜原発は、使用済み核燃料を再処理したプルトニウムとウランの混合酸化物

（MOX）燃料を使うプルサーマル方式であり、通常の核燃料以上の危険性が指摘されてい

ます。高速増殖炉もんじゅが頓挫しプルトニウムが植え続ける中での高浜再稼働は、電力

会社や安倍内閣の身勝手な都合でしかありません。 

林経済産業相は「国が責任を持つ」と福井県知事に説明しましたが、フクシマの現状を

みれば、再稼働すべきではないことは明白です。 

 昨年夏に「原発ゼロ」が終わった後も、原発再稼働に国民の 6割近くが反対し、4人に 3

人もの人が事故時の避難に不安を抱いています。高浜原発が立地する若狭湾周辺には、廃

炉中を含め 15基の原子炉が集中しますが、災害で複数の原発が同時に事故を起こす危険性

は審査されていません。「大阪府民も被害者になりうる当事者」であることを、忘れてはな

りません。 

 とても国民の理解を得たといえる状況にはないにもかかわらず、再稼働の既成事実が積

み重ねられていくことは許されません。 

 まもなく、東日本大震災・福島原発事故から 5 年を迎えます。『なくせ原発！3・5 大阪

大集会』を成功させ、電力の大消費地である大阪からも「いますぐ原発ゼロ」の声を大き

く広げ、安倍政権と電力各社を包囲する国民世論をつくりあげていきましょう。 


